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1．概要

　異常な歩容 で あるか 否 か を 自動 診断 で き る こ とは、脳疾

患 に よ る片麻痺の リハ ビ リテ ーシ ョ ン に 非常に 有益 で あ る．
　片麻痺を抱 え る人 の 歩容は、疾患の ある 片側 の 動 きは 自

由 が効か ず、逆側は 問題の ない 動 きで あ る た め、左 右 で 異

な る動 き とな る，一
方、健 常者は 左 右 対称 の 歩容で あ る．

そ こ で、本 研 究 で は こ の 左 右差に 着 目 し、例 え ば左 半身が

不 自由で あ るな らば、右半身 の 動きを参考 と し て 異常か 否

か を診 断す る手 法 を提 案 す る．

2．提案手法

　人の 歩容を正 面か ら見る と、通 常変化 が起 こ る の は脚 、
腕 の 領域で あ る，そ こ で 、点同 上 の 空 間 的な相 関 関係 を特

徴 とす る立 体高 次局 所自己 相関（CHLAC ）特徴を用 い て 異常

歩 行 を検出す る手 法 を 提案す る ［1】．
　 CHLAC 特 徴 量 は 、画 像 を 時 系列 に 並 べ た ボ ク セ ル デー

タ に対 して 、各点 にお い て 251種類 の 局 所的 な 自己 相関特

徴 を計算 し、そ の 局 所 特徴を ボ ク セ ル データ全 体に わ た っ

て 積分する こ と に よ り 得 られ る特徴量で ある．

　左 半 身 が 不 自由 で あ る 患者 に 対す る診断で は、正 常な右

半 身、っ ま り軸 足 が左 足 の と きの 特 徴 を 学習 し、右足 軸時

の 特徴 と比較す る こ とで 正 常か 異 常か を判 断 す る．

　学習で は ま ず、背 景 差 分 に よ っ て 得 られ た 時系列 の シ ル

エ ッ ト画 像 か ら CHLAC を抽 出す る．そ して 、正 常 な左 足

軸時 に 得 られ た CHLAC に 対 して 主成分 分 析 を行 い 、止 常

歩 容 の 主成 分 空 間 を得 る ．累積寄与 率 99％ま で の 主成分 ベ

ク トル に よ り主成 分部分 空 間（M 次 元 ）を 構 成す る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Principal　componentsubspace

　　O 「th °9° nal ° mpleme ・ t 　 　 　 ｛M −dimenti。・〕

異なる 歩容は、部分 空 間 か らの 距離 は 大 き くな る．こ の 距

離を異常値 と して N 力 す る．

3．実験

　学習 は 、右 足 が 軸 足 で あ る と き の 正 常な 歩 容 30 歩 分

（CIILAC 数：589個）か ら雫 成分分析 に よ っ て 正 常歩容の 主成

分部分空 間を構 成 した．診断は、左 足 が軸足 で ある ときの

正 常な歩容 Fig．2（a）と異 常な 歩 容 Fig．2（b）の 2 つ の 歩容 か ら

異常値 を 出力 し、比 較 した．そ の 結果 を Fig．3 に示 す，正

常な歩容 で は 、異常値 が 低 い 状態 が 続 い て い る の に対 して 、
異常 な歩容 は、周期的 に 異常値 が高 くなる こ とが わか っ た．
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Fig．2　Example 　ofgait
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　診 断 で は 、学 習 とは 逆 の 右足 軸の 画像 を垂 直反転 した も

の か ら CHLAC を 得 る．そ して、学習 で構成 した 主 成分部

分空間の 直交補空間 へ 射影 し、主成分部分 空 間 か らの 距離

を求め る．こ の 距 離を 模式的に 表 した もの を Fig．1 に示 す ，
距 離が 、大 き け れ ば 異 常な 歩 容 と 判 断 す る ．っ ま り、左 右

正 しい 歩容 で あ れ ば、正 常歩容 の 部分空 間に 留 ま り、距離

も小 さ くな る．しか し、片 麻痺 に よ り左 右 の 動 きが 大き く
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4．まとめ

　歩容の 左 右差に 着 目 した 異常歩容検出手 法 の 握案 を行 っ

た．今 後は、実 際の 片麻 痺患者 をデータ と し、木手 法の 有

用性 を示 す と と もに 、更 な る 改 良 を 目指 す．また、リハ ビ

リテ
ー

シ ョ ン 支援 シ ス テ ム の 構 築 を 目指 し、並 列 プ ロ セ ッ

サ に よ る リ ア ル タ イ ム 処理 と シ ス テ ム の 小型 化を 目指す ．

参考文献

［1］南里，大津：
”
複数人動 画像 か らの 異常動作 検出

”
， 情処 学論，

コ ン ピ ュ
ー

タ ビ ジ ョ ン と イ メ
ージ メ デ ィ ア ，VoL46 ，

No．SIG15（CV工M12），　pp ．43−50，2005

2013／3／19〜22　岐阜市 　　　　　　 166
（情報 ・シ ス テ ム 講演論文集 2）

Copyright ◎ 2〔｝131EICE

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


